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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 有 効 量 の １ － ア ミ ノ － １ － シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ ン 酸 （ Ａ Ｃ Ｃ ） を 植 物 に 適 用 す る こ と  
を 特 徴 と す る 、 植 物 に お け る 熱 ス ト レ ス 耐 性 を 向 上 さ せ る 方 法 で あ っ て 、 前 記 植 物 が 、 コ  
ム ギ 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 ダ イ ズ 、 セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ 、 お よ び レ タ ス か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、
こ こ で 、 Ａ Ｃ Ｃ は 、 コ ム ギ に お い て は 発 芽 か ら 成 熟 ま で 、 ト ウ モ ロ コ シ に お い て は 発 芽 か  
ら 開 花 ま で 、 ダ イ ズ に お い て は 発 芽 か ら 開 花 ま で 、 セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ に お い て は 発 芽 か ら  
開 花 ま で 、 レ タ ス に お い て は 発 芽 か ら ロ ゼ ッ ト 形 成 ま で 、 の 植 物 の 生 育 段 階 の 間 に 植 物 に  
適 用 さ れ る 、
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 植 物 が 、 コ ム ギ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 植 物 が 、 レ タ ス で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 植 物 が 、 ダ イ ズ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 植 物 が 、 セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 有 効 量 が 、 約 １ か ら 約 １ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

請求項の数　20　（全12頁）　最終頁に続く
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【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 有 効 量 が 、 約 １ ０ か ら 約 ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 有 効 量 が 、 約 ３ ０ か ら 約 ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 有 効 量 が 、 約 ３ ０ か ら 約 １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 有 効 量 が 、 約 １ ０ か ら 約 １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 有 効 量 が 、 約 １ ０ か ら 約 ３ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 Ａ Ｃ Ｃ が 、 ス プ レ ー と し て 前 記 植 物 に 適 用 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 Ａ Ｃ Ｃ が 、 葉 面 散 布 剤 と し て 前 記 植 物 に 適 用 さ れ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 Ａ Ｃ Ｃ が 、 前 記 植 物 の 発 育 期 で 前 記 植 物 に 適 用 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 Ａ Ｃ Ｃ が 、 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ ２ か ら Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ １ ま で の 間 、 前 記  
コ ム ギ に 適 用 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 Ａ Ｃ Ｃ が 、 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ ５ で 、 前 記 コ ム ギ に 適 用 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載  
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 Ａ Ｃ Ｃ が 、 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ ． ４ か ら Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ ． ５ ま で  
の 間 、 前 記 コ ム ギ に 適 用 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 Ａ Ｃ Ｃ が 、 前 記 レ タ ス の ロ ゼ ッ ト 期 に 、 前 記 レ タ ス に 適 用 さ れ る 、 請 求 項 ３ に 記 載  
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 Ａ Ｃ Ｃ が 、 Ｖ １ か ら Ｖ ４ 期 ま で の 間 、 前 記 ダ イ ズ に 適 用 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の  
方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 Ａ Ｃ Ｃ が 、 前 記 セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ 植 物 体 の 開 花 期 に 、 前 記 セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ 植 物 体  
に 適 用 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 効 量 の 1 － ア ミ ノ － １ － シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ ン 酸 を 植 物 に 適 用 す る こ と  
を 特 徴 と す る 、 植 物 に お け る 熱 ス ト レ ス 耐 性 を 向 上 さ せ る 方 法 を 対 象 と す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 気 温 が 世 界 中 で 上 昇 し て お り 、 今 世 紀 の 残 り の 間 を 通 し て 上 昇 し 続 け る こ と が 予 想 さ れ  
て い る 。 こ の 気 温 の 上 昇 は 、 コ ム ギ な ど の 作 物 に 熱 ス ト レ ス を 引 き 起 こ す で あ ろ う 。 T a c k  
Ｊ . ,  ｅ ｔ  ａ ｌ . ,  Ｅ ｆ ｆ ｅ ｃ ｔ  ｏ ｆ  ｗ ａ ｒ ｍ ｉ ｎ ｇ  ｔ ｅ ｍ ｐ ｅ ｒ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ ｓ  ｏ ｎ  Ｕ Ｓ  
ｗ ｈ ｅ ａ ｔ  ｙ ｉ ｅ ｌ ｄ ｓ  Ｐ ｒ ｏ ｃ  Ｎ ａ ｔ ｌ  Ａ ｃ ａ ｄ  Ｓ ｃ ｉ  Ｕ  Ｓ  Ａ .  ２ ０ １ ５  Ｊ ｕ ｎ  
2 ； １ １ ２ （ 2 2 ） ： ６ ９ ３ １ － ６ を 参 照 さ れ た い 。 ス ト レ ス が 生 殖 期 お よ び 登 熟 期 の 間 に  
生 じ る 場 合 、 熱 ス ト レ ス は 、 コ ム ギ の 生 産 に と っ て 特 に 脅 威 と な っ て い る 。 Ａ ｂ ａ ｂ ａ ｅ  
ｉ  Ｂ .  ａ ｎ ｄ  Ｃ ｈ ｅ ｎ ｕ  Ｋ . ,  Ｈ ｅ ａ ｔ  ｓ ｈ ｏ ｃ ｋ ｓ  ｉ ｎ ｃ ｒ ｅ ａ ｓ ｉ ｎ ｇ ｌ ｙ  ｉ ｍ ｐ  
ｅ ｄ ｅ  ｇ ｒ ａ ｉ ｎ  ｆ ｉ ｌ ｌ ｉ ｎ ｇ  ｂ ｕ ｔ  ｈ ａ ｖ ｅ  ｌ ｉ ｔ ｔ ｌ ｅ  ｅ ｆ ｆ ｅ ｃ ｔ  ｏ ｎ  ｇ  
ｒ ａ ｉ ｎ  ｓ ｅ ｔ ｔ ｉ ｎ ｇ  ａ ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ  ｔ ｈ ｅ  Ａ ｕ ｓ ｔ ｒ ａ ｌ ｉ ａ ｎ  ｗ ｈ ｅ ａ ｔ ｂ ｅ ｌ  
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ｔ ,  Ａ ｇ ｒ .  Ｆ ｏ ｒ .  Ｍ ｅ ｔ ｅ ｒ ｏ ｌ . ,  ２ ０ ２ ０  Ｊ ａ ｎ ；  ２ ８ ４ ,  １ ０ ７ ８ ８ ９ を 参 照 さ  
れ た い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 熱 ス ト レ ス は 、 植 物 の 代 謝 速 度 を 制 限 し 、 葉 緑 体 に 損 傷 を 与 え る こ と で 、 植 物 が 光 合 成  
す る 能 力 を 減 少 さ せ る と 考 え ら れ て い る 。 こ の 光 合 成 能 力 の 減 少 は 、 穀 物 生 産 量 の 減 少 を  
も た ら す 。 穀 物 生 産 量 の 減 少 は 、 農 家 お よ び 全 人 口 の ど ち ら に と っ て も 損 害 が 大 き い 。 世  
界 人 口 の 増 加 に 伴 い 、 作 物 生 産 の 増 加 が 必 要 と な る 。 そ れ ゆ え 、 コ ム ギ な ど の 作 物 に お け  
る 熱 ス ト レ ス 耐 性 の 向 上 は 、 世 界 人 口 の 生 存 に と っ て 有 益 で あ り 、 な お か つ 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 １ － ア ミ ノ － １ － シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ ン 酸 （ 「 Ａ Ｃ Ｃ 」 ） は 、 酵 素 Ａ Ｃ Ｃ シ ン タ ー ゼ  
の 生 成 物 で あ り 、 植 物 に お け る エ チ レ ン の 生 合 成 前 駆 体 と し て 作 用 す る 。 エ チ レ ン は 、 ス  
ト レ ス 、 着 果 、 落 葉 、 開 花 、 お よ び 老 化 な ど の 、 い く つ か の 植 物 応 答 に 関 与 す る こ と が 示  
さ れ て い る 。 そ の エ チ レ ン 前 駆 体 と し て の 役 割 の た め に 、 Ａ Ｃ Ｃ は 、 エ チ レ ン 応 答 現 象 を  
誘 導 す る た め に 農 業 で 使 用 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 Ａ Ｃ Ｃ は 、 コ ム ギ 、 ト ウ モ ロ コ シ  
、 ダ イ ズ 、 ワ タ 、 ト マ ト 、 マ メ 、 レ タ ス 、 セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ （ 例 え ば キ ャ ノ ー ラ 、 ナ タ ネ  
な ど ） 、 芝 草 お よ び 観 賞 植 物 な ど 、 様 々 な 植 物 に お い て 、 熱 ス ト レ ス 耐 性 を 誘 導 す る こ と  
が 示 さ れ て い な い 。 実 際 に 、 コ ム ギ 粒 の 発 育 に お け る 、 熱 ス ト レ ス に よ り 誘 導 さ れ る エ チ  
レ ン 産 生 は 、 稔 実 不 良 お よ び 収 穫 量 の 減 少 を 引 き 起 こ す 。 Ｈ ａ ｙ ｓ  Ｄ . Ｂ .  ｅ ｔ  ａ ｌ . ,  Ｈ  
ｅ ａ ｔ  ｓ ｔ ｒ ｅ ｓ ｓ  ｉ ｎ ｄ ｕ ｃ ｅ ｄ  ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ  ｐ ｒ ｏ ｄ ｕ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ  ｉ ｎ  ｄ ｅ  
ｖ ｅ ｌ ｏ ｐ ｉ ｎ ｇ  ｗ ｈ ｅ ａ ｔ  ｇ ｒ ａ ｉ ｎ ｓ  ｉ ｎ ｄ ｕ ｃ ｅ ｓ  ｋ ｅ ｒ ｎ ｅ ｌ  ａ ｂ ｏ ｒ ｔ ｉ  
ｏ ｎ  ａ ｎ ｄ  ｉ ｎ ｃ ｒ ｅ ａ ｓ ｅ ｄ  ｍ ａ ｔ ｕ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ  ｉ ｎ  ａ  ｓ ｕ ｓ ｃ ｅ ｐ ｔ ｉ ｂ ｌ ｅ  
ｃ ｕ ｌ ｔ ｉ ｖ ａ ｒ , Ｐ ｌ ａ ｎ ｔ  Ｓ ｃ ｉ ,  ２ ０ ０ ７ ,  １ ７ ２ ,  １ １ １ ３ － １ １ ２ ３  お よ び  Ｖ ａ  
ｌ ｌ ｕ ｒ ｕ  Ｒ . ,  ｅ ｔ  ａ ｌ . ,  Ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｉ ｃ  ａ ｎ ｄ  ｇ ｅ ｎ ｏ ｍ ｅ － ｗ ｉ ｄ ｅ  ａ ｓ  
ｓ ｏ ｃ ｉ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ  ａ ｎ ａ ｌ ｙ ｓ ｉ ｓ  ｏ ｆ  ｓ ｐ ｉ ｋ ｅ  ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ  ｉ ｎ  ｄ ｉ ｖ ｅ  
ｒ ｓ ｅ  ｗ ｈ ｅ ａ ｔ  ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ｓ  ｕ ｎ ｄ ｅ ｒ  ｈ ｅ ａ ｔ  ｓ ｔ ｒ ｅ ｓ ｓ ,  Ｎ ｅ ｗ  Ｐ ｈ  
ｙ ｔ ｏ ｌ ｏ ｇ ｉ ｓ ｔ ,  ２ ０ １ ６ ,  ｄ ｏ ｉ ： １ ０ ． １ １ １ １ / ｎ ｐ ｈ .  １ ４ ３ ６ ７ ,  １ － １ ３ を  
参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ れ ゆ え 、 当 技 術 分 野 に お い て 、 作 物 に お け る 熱 ス ト レ ス 耐 性 を 向 上 さ せ る 方 法 が 必 要  
と さ れ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 有 効 量 の 1 － ア ミ ノ － １ － シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ ン 酸 （ 「 Ａ Ｃ Ｃ 」 ） を 植 物  
に 適 用 す る こ と を 特 徴 と す る 、 植 物 に お け る 熱 ス ト レ ス 耐 性 を 向 上 さ せ る 方 法 で あ っ て 、  
前 記 植 物 が 、 コ ム ギ 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 ダ イ ズ 、 ワ タ 、 ト マ ト 、 セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ 、 マ メ 、  
レ タ ス 、 芝 草 お よ び 観 賞 植 物 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 方 法 を 対 象 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 出 願 人 は 、 １ － ア ミ ノ － １ － シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ ン 酸 （ 「 Ａ Ｃ Ｃ 」 ） の 植 物 へ の 適 用  
が 、 熱 ス ト レ ス 耐 性 を 向 上 さ せ 、 穀 物 生 産 量 の 上 昇 を も た ら す こ と を 予 期 せ ず 見 出 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 度 植 え ら れ た 植 物 は 、 生 長 期 、 生 殖 期 、 成 熟 期 お よ び 老 化 期 な ど の ラ イ フ ス テ ー ジ を  
経 る 。 植 物 は 一 般 に 、 発 育 期 、 生 長 期 お よ び 生 殖 期 、 特 に 開 花 期 の 間 、 熱 ス ト レ ス を 受 け  
る 。 植 物 は 、 成 熟 期 の 間 も 熱 ス ト レ ス を 受 け る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 小 麦 は 、 特 に 、 発 芽 か ら 始 ま り 、 分 げ つ 、 出 穂 、 開 花 、 最 後 に 成 熟 へ と 続 く 、 い く つ か  
の 生 活 環 ス テ ー ジ を 経 る 。 Ｍ ｉ ｌ ｌ ｅ ｒ  Ｔ . Ｄ . ,  Ｇ ｒ ｏ ｗ ｔ ｈ  Ｓ ｔ ａ ｇ ｅ ｓ  ｏ ｆ  Ｗ ｈ ｅ  
ａ ｔ ： Ｉ ｄ ｅ ｎ ｔ ｉ ｆ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ  ａ ｎ ｄ  Ｕ ｎ ｄ ｅ ｒ ｓ ｔ ａ ｎ ｄ ｉ ｎ ｇ  Ｉ ｍ ｐ ｒ ｏ ｖ  
ｅ  Ｃ ｒ ｏ ｐ  Ｍ ａ ｎ ａ ｇ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ,  Ｔ ｅ ｘ ａ ｓ  Ａ ＆ Ｍ  Ａ ｇ ｒ ｉ ｌ ｉ ｆ ｅ  Ｅ ｘ ｔ .  Ｓ Ｃ Ｓ  
－ １ ９ ９ ９ － １ ６ を 参 照 さ れ た い 。 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス ケ ー ル は 、 コ ム ギ 植 物 体 の 生 活 環 を 体  
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系 的 に 記 述 す る た め に 開 発 さ れ た 。 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ は 、 コ ム ギ 植 物 体 の 土 壌 か ら  
の 出 芽 を 記 述 す る 。 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ ２ － ３ は 、 分 げ つ 期 を 記 述 す る 。 分 げ つ 期 は 、  
植 物 が 、 蘖 と し て 知 ら れ る 腋 芽 ま た は 側 芽 を 出 す 時 期 で あ る 。 コ ム ギ 植 物 体 は 、 Ｆ ｅ ｅ ｋ  
ｅ ｓ ス テ ー ジ ２ で 蘖 を 出 し 始 め 、 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ ３ で 蘖 を 出 す の を 止 め る 。 Ｆ ｅ ｅ  
ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ ４ は 、 コ ム ギ 植 物 体 の 直 立 生 長 の 開 始 を 記 述 す る 。 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ  
５ は 、 低 温 期 間 の 後 に 生 じ 、 一 穂 あ た り の 小 穂 の 数 が 決 ま る 。 穂 は 、 そ れ ぞ れ の 蘖 の 先 端  
か ら 伸 び 、 複 数 の 小 穂 を つ け 、 そ の そ れ ぞ れ が 稔 実 す る 。 ス テ ー ジ ５ の 後 に 形 成 さ れ る 蘖  
は 、 穀 物 の 収 穫 に つ な が ら な い 。 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ ６ － ９ の 間 、 節 が 生 じ 、 葉 が 現 れ  
る 。 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ で 出 穂 し 、 開 花 が 始 ま る 。 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ は 、  
複 数 の サ ブ ス テ ー ジ に 分 け ら れ る 。 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ ． １ は 、 穂 の 先 端 が 現 れ る  
こ と を 記 述 す る 。 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ ． ３ は 、 穂 の 半 分 が 現 れ る こ と を 記 述 す る 。  
Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ ． ４ は 、 穂 の ４ 分 の ３ が 現 れ る こ と を 記 述 す る 。 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ  
ス テ ー ジ １ ０ ． ５ は 、 穂 が 完 全 に 表 れ る こ と を 記 述 す る 。 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ ． ５  
． １ で 、 開 花 が 始 ま る 。 こ の 後 、 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ ． ５ . ３ か ら Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ  
ー ジ １ １ ． ４ に か け て 、 受 粉 お よ び 穀 粒 （ す な わ ち 穀 物 ） の 成 熟 が 続 く 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 出 願 人 は 、 本 出 願 全 体 を 通 し て 、 ダ イ ズ 発 育 期 を 「 Ｖ 」 ス テ ー ジ と 呼 ん で い る 。 「 Ｖ 」  
ス テ ー ジ は 、 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 な ど の よ う に 、 数 字 で 指 定 さ れ る 。 こ の Ｖ （ ｎ ） の 識 別  
シ ス テ ム に お い て 、 （ ｎ ） は 、 開 い て い る 三 小 葉 の 数 を 表 す 。 そ れ ぞ れ の 葉 ス テ ー ジ は 、  
完 全 に 広 が っ て い る 最 上 部 の 葉 に よ っ て 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る と き 、 「 熱 ス ト レ ス 」 と い う 用 語 は 、 ２ ４ ℃ 以 上 の 気 温 に 植 物 が  
晒 さ れ る こ と と 定 義 さ れ る 。 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 「 熱 ス ト レ ス 」 と い う 用 語 は 、  
２ ５ ℃ 以 上 、 ２ ６ ℃ 以 上 、 ２ ７ ℃ 以 上 、 ２ ８ ℃ 以 上 、 ２ ９ ℃ 以 上 ま た は ３ ０ ℃ 以 上 の 気 温  
に 植 物 が 晒 さ れ る こ と を 含 む こ と が あ る 。 熱 ス ト レ ス は 、 日 中 、 ま た は 夜 の い ず れ か に 生  
じ る こ と が あ る 。 同 じ 植 物 に つ い て 、 夜 間 の 熱 ス ト レ ス は 、 日 中 の 熱 ス ト レ ス よ り も 低 い  
温 度 で 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る と き 、 「 向 上 さ せ る 」 と い う 用 語 は 、 熱 ス ト レ ス に さ ら さ れ る 植  
物 の 成 長 お よ び ／ ま た は 収 量 の 増 加 と 定 義 さ れ る 。 成 長 お よ び ／ ま た は 収 量 の 測 定 に は 、  
こ れ ら に 限 ら な い が 、 バ イ オ マ ス の 新 鮮 重 量 、 総 繁 殖 分 げ つ 数 、 繁 殖 分 げ つ の 割 合 、 群 落  
密 度 お よ び バ イ オ マ ス の 乾 燥 総 重 量 と い っ た 、 栄 養 成 長 期 に 行 わ れ る 測 定 、 な ら び に 、 こ  
れ ら に 限 ら な い が 、 穂 の 総 数 、 穂 の 重 量 、 一 穂 あ た り の 収 量 、 粒 重 お よ び 収 穫 指 数 と い っ  
た 、 生 殖 期 に 行 わ れ る 測 定 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 ら な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る と き 、 量 、 比 率 、 重 量 パ ー セ ン ト お よ び 同 類 の も の に 関 す る 全 て  
の 数 値 は 、 「 約 」 そ れ ぞ れ の 特 定 の 値 、 プ ラ ス ま た は マ イ ナ ス １ ０ ％ と し て 定 義 さ れ る 。  
例 え ば 、 「 少 な く と も 重 量 ５ ． ０ ％ 」 と い う 言 葉 は 、 「 少 な く と も 重 量 ４ . ５ ％ か ら ５ . ５  
％ 」 と し て 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 し た が っ て 、 請 求 項 に あ る 数 値 の １ ０ ％ 以 内 の 量 が 、  
特 許 請 求 の 範 囲 に 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 「 有 効 量 」 と い う 用 語 は 、 熱 ス ト レ ス 耐 性 を 向 上 さ せ る で あ ろ う 製 剤 の 量 を 意 味 す る 。  
「 有 効 量 」 は 、 数 あ る 因 子 の 中 で も 、 治 療 を 受 け る 植 物 の 種 類 、 熱 ス ト レ ス の 重 症 度 、 望  
ま し い 結 果 、 お よ び 治 療 中 の 植 物 の ラ イ フ ス テ ー ジ に よ っ て 異 な る で あ ろ う 。 そ れ ゆ え 、  
正 確 な 「 有 効 量 」 を 明 示 す る こ と が 、 常 に 可 能 な わ け で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 「 一 つ の （ a ） 」 、 「 一 つ の （ a n ） 」 お よ び 「 そ の （ t h e ） 」 と い う 冠 詞 は 、 文 脈 上 明 白  
に 別 段 の 指 示 が な い 限 り 、 複 数 形 な ら び に 単 数 形 を 含 む よ う に 意 図 さ れ る 。 例 え ば 、 本 発  
明 の い く つ か の 方 法 は 、 「 コ ム ギ 」 に お け る 熱 ス ト レ ス を 向 上 さ せ る こ と を 対 象 と す る が  
、 こ れ は 複 数 の コ ム ギ 植 物 体 （ 例 え ば ２ 以 上 の コ ム ギ 植 物 体 ま た は ２ 以 上 の コ ム ギ 種 な ど  
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） の 制 御 を 包 含 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 つ の 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 は 、 有 効 量 の Ａ Ｃ Ｃ を 植 物 に 適 用 す る こ と を 特 徴 と す  
る 、 植 物 に お け る 熱 ス ト レ ス 耐 性 を 向 上 さ せ る 方 法 で あ っ て 、 前 記 植 物 が 、 コ ム ギ 、 ト ウ  
モ ロ コ シ 、 ダ イ ズ 、 ワ タ 、 ト マ ト 、 セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ 、 マ メ 、 レ タ ス 、 芝 草 お よ び 観 賞 植  
物 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 方 法 を 対 象 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ （ B r a s s i c a  n a p u s ） は 、 こ れ ら に 限 ら な い が 、 一 年 生 の ア ブ ラ ナ （ a  
n n u a l  r a p e ） 、 ア ル ゼ ン チ ン キ ャ ノ ー ラ （ A r g e n t i n e  c a n o l a ） 、 キ ャ ノ ー ラ 、 コ ル ザ 、  
ハ ノ ー バ ー サ ラ ダ （ H a n o v e r - s a l a d ） 、 ナ タ ネ （ o i l s e e d  r a p e ） 、 ア ブ ラ ナ （ r a p e ） 、  
ナ タ ネ （ r a p e s e e d ） 、 r a p e  k a l e 、 ル タ バ ガ 、 シ ベ リ ア ン ケ ー ル （ S i b e r i a n  k a l e ） 、 夏  
型 ア ブ ラ ナ （ s u m m e r  r a p e ） 、 ス ウ ェ ー ド （ s w e d e ） 、 ス ウ ェ ー ド レ イ プ （ S w e d e  r a p e  
） 、 ス ウ ェ ー デ ン カ ブ （ S w e d i s h  t u r n i p ） お よ び 冬 型 ア ブ ラ ナ （ w i n t e r  r a p e ） と い っ  
た 、 そ の 全 て の 品 種 、 亜 種 お よ び 変 種 を 包 含 す る 。 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 セ イ  
ヨ ウ ア ブ ラ ナ の 変 種 は 、 キ ャ ノ ー ラ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 植 物 は 、 コ ム ギ 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 ダ イ ズ 、 ワ タ 、 ト マ  
ト 、 セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ 、 マ メ 、 レ タ ス 、 お よ び 芝 草 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 。 よ り 好 ま  
し い 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 植 物 は 、 コ ム ギ 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 ダ イ ズ 、 ワ タ 、 ト マ ト 、 セ  
イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ 、 マ メ 、 お よ び レ タ ス か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 。 さ ら に よ り 好 ま し い 実  
施 形 態 に お い て 、 前 記 植 物 は 、 コ ム ギ 、 レ タ ス 、 ダ イ ズ 、 ま た は セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 有 効 量 の Ａ Ｃ Ｃ は 、 約 １ か ら 約 １ ， ０ ０ ０ 百 万 分 率 （ 「 ｐ  
ｐ ｍ 」 ） 、 よ り 好 ま し く は 約 １ か ら 約 ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 、 さ ら に よ り 好 ま し く は 約 １ ０ か ら 約  
３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 、 さ ら に よ り 好 ま し く は 約 ３ ０ か ら 約 ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 、 最 も 好 ま し く は 約 ３ ０  
か ら 約 １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 Ａ Ｃ Ｃ は 、 約 ０ ． ０ ０ １ か ら 約 １ ， ０ ０ ０ グ ラ ム ・ パ  
ー ・ ヘ ク タ ー ル （ 「 ｇ / Ｈ Ａ 」 ） 、 よ り 好 ま し く は 約 ０ ． ０ ２ ８ か ら 約 ２ ８ １ ｇ / Ｈ Ａ 、 さ  
ら に よ り 好 ま し く は 約 ０ ． ２ ８ か ら 約 ２ ８ ｇ / Ｈ Ａ の 割 合 で 、 前 記 植 物 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 前 記 植 物 の 任 意 の 成 長 段 階 で 、 Ａ Ｃ Ｃ を 前 記 植 物 に 適 用 す る こ と を 企  
図 す る 。 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 Ａ Ｃ Ｃ は 、 開 花 期 を 含 む 、 前 記 植 物 の 発 育 期 、 生 長  
期 お よ び ／ ま た は 生 殖 期 で 、 前 記 植 物 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 Ａ Ｃ Ｃ は 、 Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ ２ か ら Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ  
ス テ ー ジ １ １ ま で 、 さ ら に よ り 好 ま し く は Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ ２ か ら Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ  
ー ジ ５ ま で 、 ま た は Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ か ら Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ １ ま で 、 さ ら  
に よ り 好 ま し く は Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ ５ で 、 ま た は Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ ． ４ か ら  
１ ０ ． ５ ま で 、 前 記 コ ム ギ 植 物 体 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 Ａ Ｃ Ｃ は 、 生 長 期 で 、 よ り 好 ま し く は ロ ゼ ッ ト 期 と し  
て も 知 ら れ る 結 球 形 成 期 で 、 前 記 レ タ ス 植 物 体 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 Ａ Ｃ Ｃ は 、 生 長 期 で 、 よ り 好 ま し く は Ｖ １ か ら Ｖ ４ 期  
ま で 、 前 記 ダ イ ズ 植 物 体 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 Ａ Ｃ Ｃ は 、 生 殖 期 で 、 よ り 好 ま し く は 開 花 期 で 、 前 記  
セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ 植 物 体 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 本 発 明 の Ａ Ｃ Ｃ は 、 任 意 の 簡 便 な 手 段 に よ っ て 適 用 さ れ 得 る 。 当 業 者 は 、 こ れ ら に 限 ら  
な い が 、 噴 霧 、 ブ ラ ッ シ ン グ 、 浸 漬 、 イ ン フ ァ ロ ー 処 理 、 点 滴 灌 漑 、 ド レ ン チ ン グ （ d r e n  
c h i n g ） 、 ス プ レ ン チ ン グ （ s p r e n c h i n g ） 、 散 粉 （ d u s t i n g ） 、 散 粉 （ p o w d e r i n g ） 、  
散 粒 、 種 子 処 理 、 加 圧 液 体 （ エ ア ロ ゾ ル ） 、 フ ォ ギ ン グ （ f o g g i n g ） ま た は 側 条 施 肥 と い  
っ た 適 用 方 法 を 熟 知 し て い る 。 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 Ａ Ｃ Ｃ は 、 ス プ レ ー と し て 、  
さ ら に よ り 好 ま し く は 葉 面 散 布 剤 と し て 、 前 記 植 物 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ ら の 代 表 的 な 実 施 形 態 は 、 決 し て 制 限 的 で は な く 、 本 発 明 の い く つ か の 態 様 を 説 明  
す る た め だ け に 記 述 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 以 下 の 実 施 例 は 、 実 例 と し て 提 供 さ れ る に す ぎ ず 、 制 限 を 目 的 と し な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 例 １ － 開 花 期 で の Ａ Ｃ Ｃ 適 用 後 の コ ム ギ に お け る 熱 ス ト レ ス 耐 性
方 法
　 ２ ４ ポ ッ ト の Ａ ｐ ｏ ｇ ｅ ｅ コ ム ギ を 温 室 で 、 ３ 連 続 の 生 育 条 件 下 で 栽 培 し た 。 初 め に 、  
コ ム ギ を Ｐ ｒ ｏ Ｍ ｉ ｘ （ 登 録 商 標 ） 栽 培 培 地 に 植 え 、 約 ６ 週 間 、 グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト 内  
で 、 ２ ４ / １ ８ ℃ の 日 中 / 夜 間 温 度 、 １ ６ / ８ 時 間 の 明 / 暗 光 周 期 下 で 栽 培 し た 。 最 初 の 一 連  
の 生 育 条 件 の 後 、 植 物 体 は Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ ． ４ － １ ０ ． ５ （ 開 花 期 ） で あ っ た  
。 次 に 、 タ ン ク 噴 霧 器 を 用 い て 、 ０ 、 ３ ０ ま た は １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ （ ｎ ＝ ８ ） の ス プ レ  
ー 塗 布 を 行 っ た 。 次 に 、 処 理 の ２ 日 後 に 、 植 物 体 を ３ ６ / ３ ０ ℃ の 日 中 / 夜 間 温 度 、 １ ６ / ８  
時 間 の 明 / 暗 光 周 期 下 で ７ 日 間 、 グ ロ ー ス チ ャ ン バ ー に 移 し た 。 こ れ ら の 条 件 は 、 著 し い 熱  
ス ト レ ス を 成 す 。 最 後 に 、 植 物 体 を そ の 後 、 ２ ４ / １ ８ ℃ の 日 中 / 夜 間 温 度 、 １ ６ / ８ 時 間 の  
明 / 暗 光 周 期 下 で さ ら に 約 ５ 週 間 、 グ ロ ー ス チ ャ ン バ ー に 戻 し た 。 植 物 体 を 次 に 破 壊 的 に 収  
穫 し 、 穂 の 総 数 、 穂 の 重 量 、 粒 重 、 一 穂 あ た り の 収 量 、 Δ 穂 数 お よ び 収 穫 指 数 を 測 定 し た  
。 Δ 穂 数 は 、 収 穫 時 の 繁 殖 分 げ つ 数 か ら 処 理 時 の 繁 殖 分 げ つ 数 を 差 し 引 い て 算 出 さ れ る 。  
繁 殖 分 げ つ の 増 加 は 、 繁 殖 成 功 の 増 加 を 示 す 。 収 穫 指 数 は 、 穀 物 の ポ ン ド 数 を 地 上 バ イ オ  
マ ス の 総 ポ ン ド 数 で 除 す る こ と で 算 出 さ れ る 。 結 果 は 以 下 の 表 １ に 示 さ れ る 。
【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ０ 】
結 果
　 上 記 の 表 １ に 示 す よ う に 、 熱 ス ト レ ス に 先 立 つ Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 穂 数 、 穂 の 重 量 、 粒 重  
、 一 穂 あ た り の 収 量 、 分 げ つ 数 お よ び 収 穫 指 数 の 増 加 を も た ら し た 。 こ れ ら の 増 加 は 、 用  
量 依 存 的 で あ っ た 。 具 体 的 に 言 う と 、 ３ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 穂 数 を ６ ． ３ ％ 、 穂 の  
重 量 を ８ ． ５ ％ 、 粒 重 を １ ５ ． ７ ％ 、 一 穂 あ た り の 収 量 を １ １ ． １ ％ 、 分 げ つ 数 を １ ６ ．  
７ ％ 、 収 穫 指 数 を １ ０ ． ３ ％ 、 コ ン ト ロ ー ル と 比 較 し て 増 加 さ せ た 。 １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ  
の 適 用 は 、 穂 数 を １ ０ ． ５ ％ 、 穂 の 重 量 を １ ４ ． ５ ％ 、 粒 重 を ２ ５ ． ７ ％ 、 一 穂 あ た り の  
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収 量 を １ ７ ． ８ ％ 、 分 げ つ 数 を ４ ２ ． ０ ％ 、 収 穫 指 数 を １ ７ ． ２ ％ 、 コ ン ト ロ ー ル と 比 較  
し て 増 加 さ せ た 。 そ れ ゆ え 、 コ ム ギ の 開 花 期 で の Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 コ ム ギ を 後 の 熱 ス ト レ  
ス か ら 保 護 し 、 収 量 お よ び 繁 殖 成 功 を 、 Ａ Ｃ Ｃ で 処 理 し て い な い コ ム ギ と 比 較 し て 増 加 さ  
せ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
実 施 例 ２ － Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ ５ で の Ａ Ｃ Ｃ 適 用 後 の コ ム ギ に お け る 熱 ス ト レ ス 耐 性
方 法
　 Ａ ｐ ｏ ｇ ｅ ｅ コ ム ギ を Ｐ ｒ ｏ Ｍ ｉ ｘ  Ｂ Ｘ （ Ｐ ｒ ｅ ｍ ｉ ｅ ｒ  Ｈ ｏ ｒ ｔ ｉ ｃ ｕ ｌ ｔ ｕ ｒ ｅ  
） 中 に 播 き 、 グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト で 、 以 下 の 条 件 で 栽 培 し た ： ２ ４ / １ ８ ℃ の 日 中 / 夜 間  
温 度 、 １ ６ / ８ 時 間 の 明 / 暗 光 周 期 。 ２ ０ １ ９ 年 １ １ 月 １ ５ 日 の 最 初 の 一 連 の 生 育 条 件 の 後  
、 植 物 体 を Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ ５ で 評 価 し た 。 次 に 、 ト ラ ッ ク 噴 霧 器 （ t r a c k  s p r a y e r  
） を 用 い て 、 ０ 、 ０ ま た は １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ （ ｎ ＝ ８ ） の ス プ レ ー 塗 布 を 行 っ た 。 次 に  
、 処 理 の ２ 日 後 に 、 １ 組 の コ ン ト ロ ー ル 植 物 体 （ 「 処 理 コ ン ト ロ ー ル 」 ） お よ び １ ０ ０ ｐ  
ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ 植 物 体 を ３ ４ / ２ ８ ℃ の 日 中 / 夜 間 温 度 、 １ ６ / ８ 時 間 の 明 / 暗 光 周 期 下 で ４ 日 間  
、 第 ２ の グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト に 移 し た 。 こ れ ら の 条 件 は 、 著 し い 熱 ス ト レ ス を 成 す 。 も  
う １ 組 の コ ン ト ロ ー ル 植 物 体 （ 「 ス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル 」 ） は 、 第 １ の グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ  
ッ ト の 中 に 放 置 し た 。 最 後 に 、 植 物 体 を 次 に 第 １ の グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト に 約 １ ４ 日 間 戻  
し 、 植 物 体 を Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ ． １ （ 出 穂 ） に 到 達 さ せ た 。 植 物 体 を 次 に 破 壊 的  
に 収 穫 し 、 穂 の 総 数 、 新 鮮 重 量 、 総 繁 殖 分 げ つ 数 、 繁 殖 分 げ つ の 割 合 、 Δ 群 落 密 度 お よ び  
乾 燥 総 重 量 を 測 定 し た 。 繁 殖 分 げ つ の 割 合 は 、 繁 殖 分 げ つ 数 を 収 穫 時 の 穂 の 総 数 で 除 す る  
こ と で 算 出 さ れ る 。 Δ 群 落 密 度 は 、 収 穫 時 の 群 落 密 度 か ら 処 理 時 の 群 落 密 度 を 差 し 引 い て  
算 出 さ れ る 。 結 果 は 以 下 の 表 ２ に 示 さ れ る 。
【 表 ２ 】

【 ０ ０ ３ ２ 】
結 果
　 上 記 の 表 ２ に 示 す よ う に 、 熱 ス ト レ ス に 先 立 つ Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 新 鮮 重 量 、 総 分 げ つ 数  
、 ％ 分 げ つ 、 Δ 群 落 密 度 お よ び 乾 燥 総 重 量 の 増 加 を 、 熱 ス ト レ ス に さ ら さ れ た が 、 Ａ Ｃ Ｃ  
で 処 理 さ れ て い な い コ ム ギ 植 物 体 と 比 較 し て も た ら し た 。 ％ 繁 殖 分 げ つ は 、 理 想 的 な 条 件  
（ す な わ ち ス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル ） 下 で 栽 培 さ れ た コ ム ギ 植 物 体 の １ ． １ ％ 以 内 に 戻 さ れ  
た 。 さ ら に 、 Δ 群 落 密 度 は 、 Ａ Ｃ Ｃ で 処 理 し た コ ム ギ 植 物 体 に お い て 、 理 想 的 な 条 件 下 で  
栽 培 さ れ た コ ム ギ 植 物 体 と 比 較 し て 、 ４ ２ ． １ ％ 増 加 し た 。 そ れ ゆ え 、 コ ム ギ の 栄 養 成 長  
期 で の Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 コ ム ギ を 後 の 熱 ス ト レ ス か ら 保 護 し 、 収 量 お よ び 繁 殖 成 功 を 、 Ａ  



10

20

30

40

50

JP 7703552 B2 2025.7.7(8)

Ｃ Ｃ で 処 理 し て い な い 、 熱 ス ト レ ス を 受 け た コ ム ギ と 比 較 し て 増 加 さ せ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
実 施 例 ３ － Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ ５ で の Ａ Ｃ Ｃ 適 用 後 の コ ム ギ に お け る 熱 ス ト レ ス 耐 性
方 法
　 Ａ ｐ ｏ ｇ ｅ ｅ コ ム ギ を Ｐ ｒ ｏ Ｍ ｉ ｘ  Ｂ Ｘ （ Ｐ ｒ ｅ ｍ ｉ ｅ ｒ  Ｈ ｏ ｒ ｔ ｉ ｃ ｕ ｌ ｔ ｕ ｒ ｅ  
） 中 に 播 き 、 グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト で 、 以 下 の 条 件 で 栽 培 し た ： ２ ４ / １ ８ ℃ の 日 中 / 夜 間  
温 度 、 １ ６ / ８ 時 間 の 明 / 暗 光 周 期 。 最 初 の 一 連 の 生 育 条 件 の 後 、 植 物 体 は Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス  
テ ー ジ ５ で あ っ た 。 次 に 、 ト ラ ッ ク 噴 霧 器 （ t r a c k  s p r a y e r ） を 用 い て 、 ２ ０ １ ９ 年 １ ０  
月 ４ 日 に 、 ０ 、 ０ 、 １ ０ ０ ま た は ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ （ ｎ ＝ ８ ） の ス プ レ ー 塗 布 を 行 っ た  
。 次 に 、 処 理 の ２ 日 後 に 、 １ 組 の コ ン ト ロ ー ル 植 物 体 （ 「 処 理 コ ン ト ロ ー ル 」 ） お よ び １  
０ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ 植 物 体 を ３ ４ / ２ ８ ℃ の 日 中 / 夜 間 温 度 、 １ ６ / ８ 時 間 の 明 / 暗 光 周 期 下 で  
４ 日 間 、 第 ２ の グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト に 移 し た 。 こ れ ら の 条 件 は 、 著 し い 熱 ス ト レ ス を 成  
す 。 も う １ 組 の コ ン ト ロ ー ル 植 物 体 （ 「 ス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル 」 ） は 、 第 １ の グ ロ ー ス キ  
ャ ビ ネ ッ ト の 中 に 放 置 し た 。 最 後 に 、 植 物 体 を 次 に 第 １ の グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト に 約 １ ４  
日 間 戻 し 、 植 物 体 を Ｆ ｅ ｅ ｋ ｅ ｓ ス テ ー ジ １ ０ ． １ （ 出 穂 ） に 到 達 さ せ た 。 植 物 体 を 次 に  
破 壊 的 に 収 穫 し 、 穂 の 総 数 、 新 鮮 重 量 、 総 繁 殖 分 げ つ 数 、 繁 殖 分 げ つ の 割 合 、 Δ 群 落 密 度  
お よ び 乾 燥 総 重 量 を 測 定 し た 。 繁 殖 分 げ つ の 割 合 は 、 繁 殖 分 げ つ 数 を 収 穫 時 の 穂 の 総 数 で  
除 す る こ と で 算 出 さ れ る 。 Δ 群 落 密 度 は 、 収 穫 時 の 群 落 密 度 か ら 処 理 時 の 群 落 密 度 を 差 し  
引 い て 算 出 さ れ る 。 結 果 は 以 下 の 表 ３ に 示 さ れ る 。
【 表 ３ 】

【 ０ ０ ３ ４ 】
結 果
　 上 記 の 表 ３ に 示 す よ う に 、 熱 ス ト レ ス に 先 立 つ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 穂 数 、 新  
鮮 重 量 、 総 分 げ つ 数 、 Δ 群 落 密 度 お よ び 乾 燥 総 重 量 の 増 加 を 、 熱 ス ト レ ス に さ ら さ れ た が  
、 Ａ Ｃ Ｃ で 処 理 さ れ て い な い コ ム ギ 植 物 体 と 比 較 し て も た ら し た 。 熱 ス ト レ ス に 先 立 つ ３  
０ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 穂 数 お よ び 乾 燥 総 重 量 の 増 加 を も た ら し た 。 そ れ ゆ え 、 コ ム  
ギ の 栄 養 成 長 期 で の Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 コ ム ギ を 後 の 熱 ス ト レ ス か ら 保 護 し 、 収 量 を 、 Ａ Ｃ  
Ｃ で 処 理 し て い な い 、 熱 ス ト レ ス を 受 け た コ ム ギ と 比 較 し て 増 加 さ せ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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実 施 例 ４ － ロ ゼ ッ ト 期 で の Ａ Ｃ Ｃ 適 用 後 の レ タ ス に お け る 熱 ス ト レ ス 耐 性
方 法
　 バ タ ー ヘ ッ ド レ タ ス を Ｐ ｒ ｏ Ｍ ｉ ｘ  Ｂ Ｘ （ Ｐ ｒ ｅ ｍ ｉ ｅ ｒ  Ｈ ｏ ｒ ｔ ｉ ｃ ｕ ｌ ｔ ｕ ｒ ｅ  
） 中 に 播 き 、 温 室 で 栽 培 し た 。 播 種 後 ３ 週 間 で 、 レ タ ス を グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト に 以 下 の  
条 件 下 で 移 し た ： ２ ４ / １ ８ ℃ の 日 中 / 夜 間 温 度 、 １ ６ / ８ 時 間 の 明 / 暗 光 周 期 。 最 初 の 一 連  
の 生 育 条 件 の 後 、 植 物 体 は 結 球 形 成 （ ロ ゼ ッ ト ） 期 で あ っ た 。 移 動 の ４ 日 後 に 、 群 落 密 度  
を 算 出 し た 。 次 に 、 ト ラ ッ ク 噴 霧 器 （ t r a c k  s p r a y e r ） を 用 い て 、 ２ ０ ２ ０ 年 ９ 月 ２ １ 日  
に 、 ０ 、 １ ０ 、 ３ ０ ま た は １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ （ ｎ ＝ ５ ） の ス プ レ ー 塗 布 を 行 っ た 。 次 に  
、 処 理 の ２ 日 後 に 、 植 物 体 の 半 数 を ３ ４ / ３ ０ ℃ の 日 中 / 夜 間 温 度 、 １ ６ / ８ 時 間 の 明 / 暗 光  
周 期 下 で ９ 日 間 、 第 ２ の グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト に 移 し た 。 こ れ ら の 条 件 は 、 著 し い 熱 ス ト  
レ ス を 成 す 。 植 物 体 を 次 に 破 壊 的 に 収 穫 し 、 新 鮮 重 量 、 大 き さ 、 群 落 密 度 お よ び Δ 群 落 密  
度 を 測 定 し た 。 Δ 群 落 密 度 は 、 収 穫 時 の 群 落 密 度 か ら 処 理 時 の 群 落 密 度 を 差 し 引 い て 算 出  
さ れ る 。 結 果 は 以 下 の 表 ４ に 示 さ れ る 。
【 表 ４ 】

【 ０ ０ ３ ６ 】
結 果
　 上 記 の 表 ４ に 示 す よ う に 、 熱 ス ト レ ス に 先 立 つ １ ０ 、 ３ ０ ま た は １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ の  
適 用 は 、 新 鮮 重 量 、 群 落 密 度 お よ び Δ 群 落 密 度 の 増 加 を 、 熱 ス ト レ ス に さ ら さ れ た が 、 Ａ  
Ｃ Ｃ で 処 理 さ れ て い な い レ タ ス 植 物 体 と 比 較 し て も た ら し た 。 そ れ ゆ え 、 レ タ ス の 栄 養 成  
長 期 で の Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 レ タ ス を 後 の 熱 ス ト レ ス か ら 保 護 し 、 収 量 を 、 Ａ Ｃ Ｃ で 処 理 し  
て い な い 、 熱 ス ト レ ス を 受 け た レ タ ス と 比 較 し て 増 加 さ せ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
実 施 例 ５ － Ａ Ｃ Ｃ 適 用 後 の ダ イ ズ に お け る 熱 ス ト レ ス 耐 性
方 法
　 Ｗ ｉ ｌ ｌ ｉ ａ ｍ ｓ  ８ ２ ダ イ ズ を Ｐ ｒ ｏ Ｍ ｉ ｘ  Ｂ Ｘ （ Ｐ ｒ ｅ ｍ ｉ ｅ ｒ  Ｈ ｏ ｒ ｔ ｉ ｃ ｕ ｌ  
ｔ ｕ ｒ ｅ ） 中 に 播 き 、 温 室 で 栽 培 し た 。 ダ イ ズ 植 物 体 が 、 完 全 に 広 が っ た 第 １ 三 出 葉 （ Ｖ  
１ 成 長 段 階 ） を 見 せ た と き 、 ダ イ ズ の 群 落 密 度 を 測 定 し 、 相 対 的 な 大 き さ に 基 づ い て 、 処  
理 お よ び 再 現 に グ ル ー プ 分 け し た 。 次 に 、 ト ラ ッ ク 噴 霧 器 （ t r a c k  s p r a y e r ） を 用 い て 、  
２ ０ ２ ０ 年 １ ０ 月 ９ 日 に 、 ０ 、 １ ０ 、 ３ ０ ま た は １ ０ ０  Ａ Ｃ Ｃ （ ｎ ＝ ５ ） の ス プ レ ー 塗 布  
を 行 っ た 。 ス プ レ ー 後 、 植 物 体 を グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト に 、 以 下 の 条 件 下 で 移 し た ： ２ ４ /  



10

20

30

40

50

JP 7703552 B2 2025.7.7(10)

１ ８ ℃ の 日 中 夜 間 温 度 、 １ ６ / ８ 時 間 の 明 暗 周 期 。 次 に 、 処 理 の ３ 日 後 に 、 植 物 体 の 半 数 を  
３ ４ / ３ ０ ℃ の 日 中 / 夜 間 温 度 、 １ ６ / ８ 時 間 の 明 / 暗 光 周 期 下 で ６ 日 間 、 第 ２ の グ ロ ー ス キ  
ャ ビ ネ ッ ト に 移 し た 。 こ れ ら の 条 件 は 、 早 期 熱 ス ト レ ス を 成 す 。 植 物 体 を 次 に 破 壊 的 に 収  
穫 し 、 新 鮮 重 量 、 群 落 密 度 、 Δ 群 落 密 度 、 乾 燥 総 重 量 お よ び 高 さ を 測 定 し た 。 結 果 は 以 下  
の 表 ５ に 示 さ れ る 。
【 表 ５ 】

【 ０ ０ ３ ８ 】
結 果
　 上 記 の 表 ５ に 示 す よ う に 、 熱 ス ト レ ス に 先 立 つ １ ０ お よ び ３ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、  
新 鮮 重 量 、 群 落 密 度 、 Δ 群 落 密 度 、 乾 燥 総 重 量 お よ び 高 さ の 増 加 を 、 熱 ス ト レ ス に さ ら さ  
れ た が 、 Ａ Ｃ Ｃ で 処 理 さ れ て い な い ダ イ ズ 植 物 体 と 比 較 し て も た ら し た 。 熱 ス ト レ ス に 先  
立 つ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 乾 燥 総 重 量 の 増 加 を も た ら し た 。 そ れ ゆ え 、 ダ イ ズ の  
栄 養 成 長 期 で の Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 ダ イ ズ を 後 の 熱 ス ト レ ス か ら 保 護 し 、 収 量 を 、 Ａ Ｃ Ｃ で  
処 理 し て い な い 、 熱 ス ト レ ス を 受 け た ダ イ ズ と 比 較 し て 増 加 さ せ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
実 施 例 ６ － Ａ Ｃ Ｃ 適 用 後 の セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ に お け る 熱 ス ト レ ス 耐 性
方 法
　 セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ の キ ャ ノ ー ラ 変 種 の 実 験 モ デ ル と し て 一 般 に 使 用 さ れ る セ イ ヨ ウ ア ブ  
ラ ナ の 矮 性 種 を Ｐ ｒ ｏ Ｍ ｉ ｘ  Ｂ Ｘ （ Ｐ ｒ ｅ ｍ ｉ ｅ ｒ  Ｈ ｏ ｒ ｔ ｉ ｃ ｕ ｌ ｔ ｕ ｒ ｅ ） 中 に 播  
き 、 温 室 で 栽 培 し た 。 次 に 、 ト ラ ッ ク 噴 霧 器 （ t r a c k  s p r a y e r ） を 用 い て 、 セ イ ヨ ウ ア ブ  
ラ ナ 植 物 体 が 開 花 し 始 め て か ら ６ 日 後 に 、 ０ 、 １ ０ 、 １ ０ ０ ま た は ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ （  
ｎ ＝ １ ０ ） の ス プ レ ー 塗 布 を 行 っ た 。 ス プ レ ー 後 、 植 物 体 を グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト に 、 以  
下 の 条 件 下 で 移 し た ： ２ ４ / １ ８ ℃ の 日 中 夜 間 温 度 、 １ ６ / ８ 時 間 の 明 暗 周 期 。 次 に 、 処 理  
の ２ 日 後 に 、 植 物 体 の 半 数 を ３ ６ / ３ ０ ℃ の 日 中 / 夜 間 温 度 、 １ ６ / ８ 時 間 の 明 / 暗 光 周 期 下  
で ７ 日 間 、 第 ２ の グ ロ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト に 移 し た 。 こ れ ら の 条 件 は 、 早 期 熱 ス ト レ ス を 成  
す 。 常 に 花 お よ び 鞘 を 剪 定 し 、 鞘 の 数 を 約 １ ０ に 保 っ た 。 植 物 体 を 次 に 破 壊 的 に 収 穫 し 、  
種 子 収 量 、 種 子 数 、 １ 鞘 あ た り の 種 子 収 量 、 １ 鞘 あ た り の 種 子 数 お よ び １ 粒 種 子 重 を 測 定  
し た 。 結 果 は 以 下 の 表 ６ に 示 さ れ る 。
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【 表 ６ 】

【 ０ ０ ４ ０ 】
結 果
　 上 記 の 表 ６ に 示 す よ う に 、 熱 ス ト レ ス に 先 立 つ ３ ０ 、 １ ０ ０ ま た は ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ  
の 適 用 は 、 １ 鞘 あ た り の 種 子 収 量 お よ び １ 鞘 あ た り の 種 子 数 の 増 加 を 、 熱 ス ト レ ス に さ ら  
さ れ た が 、 Ａ Ｃ Ｃ で 処 理 さ れ て い な い セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ 植 物 体 と 比 較 し て も た ら し た 。 熱  
ス ト レ ス に 先 立 つ １ ０ ｐ ｐ ｍ  Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 １ 鞘 あ た り の 種 子 数 の 増 加 を も た ら し た 。  
そ れ ゆ え 、 セ イ ヨ ウ ア ブ ラ ナ 矮 性 種 の 生 殖 成 長 初 期 で の Ａ Ｃ Ｃ の 適 用 は 、 植 物 体 を 後 の 熱  
ス ト レ ス か ら 保 護 し 、 収 量 を 、 Ａ Ｃ Ｃ で 処 理 し て い な い 、 熱 ス ト レ ス を 受 け た セ イ ヨ ウ ア  
ブ ラ ナ 矮 性 種 と 比 較 し て 増 加 さ せ た 。



10

JP 7703552 B2 2025.7.7(12)

フロントページの続き
(51)国際特許分類
　   Ａ０１Ｇ 22/50 (2018.01)
　   Ａ０１Ｎ 37/44 (2006.01)
　   Ａ０１Ｐ 21/00 (2006.01)
　   Ａ０１Ｎ 25/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ０１Ｇ 22/50 　　　　 　　　
　Ａ０１Ｎ 37/44 　　　　 　　　
　Ａ０１Ｐ 21/00 　　　　 　　　
　Ａ０１Ｎ 25/02 　　　　 　　　

アメリカ合衆国６００４８イリノイ州リバティビル、イノベイション・ウェイ１９１０、スウィー 
ト１００、バレント・バイオサイエンシーズ・リミテッド・ライアビリティ・カンパニー

(72)発明者　 レディ，シュリラマ  クリシュナ
アメリカ合衆国６００４８イリノイ州リバティビル、イノベイション・ウェイ１９１０、スウィー 
ト１００、バレント・バイオサイエンシーズ・リミテッド・ライアビリティ・カンパニー

審査官　 小林  謙仁
(56)参考文献 中国特許出願公開第１０１５８５８７０（ＣＮ，Ａ）

特開昭５６－０４５４４３（ＪＰ，Ａ）
特開２０１９－１４９９５８（ＪＰ，Ａ）
特表２０１７－５０５７６５（ＪＰ，Ａ）
特開２００５－１９２５３４（ＪＰ，Ａ）
特開２００７－３０８４９１（ＪＰ，Ａ）
JANE LARKINDALE; ET AL，THERMOTOLERANCE AND ANTIOXIDANT SYSTEMS IN AGRO 
STIS STOLONIFERA: INVOLVEMENT OF 以下備考，JOURNAL OF PLANT PHYSIOLOGY(J. P 
LANT PHYSIOL)，2004年，VOL:161，PAGE(S):405-413，https://www.sciencedirect.com/ 
science/article/abs/pii/S0176161704706021?via%3Dihub，SALICYLIC ACID, ABSCISIC A 
CID, CALCIUM, HYDROGEN PEROXIDE, AND ETHYLENE
DUNLAP J R ET AL.，Seed coat-mediation of lettuce germination responses to heat and sod 
ium chloride，Journal of the rio grande valley horticultural society，1990年，Vol.43，pp. 
55-61

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ０１Ｇ  ５／００－７／０６
Ａ０１Ｎ  １／００－６５／４８
Ａ０１Ｐ  １／００－２３／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

